
1

確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）について

２０１９年６月１４日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第４０回調整力及び需給バランス評価等
に関する委員会 資料３



2目 次

１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
（３）EUE基準値の設定



3

１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
（３）EUE基準値の設定



4１ これまでの検討状況
（１）確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

 確率論的必要供給予備力算定手法は、1年8,760時間を対象に需要と供給力の確率的な変動を考慮し、ある
供給信頼度の基準値を満たすために必要となる供給予備力を算定する手法である。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html
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 需要と供給のベースラインからの確率的な変動を、過去の実績等に基づく変動要因毎の確率分布(気温影響による
需要変動の確率分布、PV出力の確率分布等)から設定し、一定の試行回数における供給信頼度の指標値
(LOLE,LOLP,EUE)を算定することで、その指標値を目標値以内とするために必要な供給予備力を算定する。

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

１ これまでの検討状況
（１）確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html
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【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

 供給信頼度の指標値としては、LOLPは年間停電回数、LOLEは年間停電時間、EUEは年間停電量による評価
を行う。

１ これまでの検討状況
（１）確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html


7１ これまでの検討状況
（参考）各指標値(LOLP,LOLE,EUE)の意味合い

【出典】第29回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2 
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_29_haifu.html

 今後の供給信頼度の指標値は、「需要1kWあたりのEUE」にて評価することとする。
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 従来のエリア間応援ロジックは、あるエリアにおいて不足電力量が発生した場合、供給力を計上しているエリアで優先
的に活用し、余力がある場合のみ他エリアに応援を行う「計上エリア優先ロジック」としていたが、供給力の広域的な
活用を適切に評価できない課題があった。

 このため、今後の全国単一市場で供給力の調達を行う容量市場を見据え、連系線制約の範囲内において全エリア
を一つのエリアとみなし、応援後の全エリアの不足率を同率とする「全エリア不足率一定ロジック」を実施する。

【出典】第30回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_30_haifu.html

１ これまでの検討状況
（１）確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定

〔エリア間応援ロジックの見直し〕

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_30_haifu.html
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 全エリア不足率一定ロジック等により、各エリアの「需要1kWあたりのEUE」を一律とする供給信頼度基準とする。

【出典】第30回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_30_haifu.html

【出典】第2回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html

１ これまでの検討状況
（１）確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_30_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html
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 需給バランス確保を目的としたAマージンは、一定の不足電力量を基準値とした電源を確保(各エリアの「需要1kW
あたりのEUE」を一律とするアデカシー評価)するという観点では、供給信頼度評価において確保は不要と整理した。

 一方、電力系統を安定に保つためのB,Cマージンは、大規模な電源脱落が発生した際の広範囲の停電を招くリスク
回避の観点から、各エリアの供給信頼度評価において確保することとする。

【出典】第2回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html

１ これまでの検討状況
（１）確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定

〔連系線マージンの扱い〕

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html


11１ これまでの検討状況
（参考） マージンの種類と区分

【出典】第2回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html


12１ これまでの検討状況
（参考） マージンの種類と区分

【出典】第2回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_02_shiryou.html
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１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
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 確率論的必要供給予備力算定手法において、需給変動データは、主に気温影響による「需要の変動」、および電
源の計画外停止や出水、日射量、風況の変動等による「供給力の変動」を考慮のうえ、必要供給予備力を算定
する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需給変動データ）

【出典】第30回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_30_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_30_haifu.html
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確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元
（需要のベースライン）
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 至近7か年(震災以降)の需要実績について、年度ごとに各月H3需要とH1～H31の比率を平休日に分けて作成
し、平均値を算出したものに、算定年度の各月H3需要を乗じることで算定年度の需要ベースラインを作成する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要のベースライン）

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html


17１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要のベースライン）

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

 至近７カ年（2012～2018年度）の実績値をもとに、各年各月各時間の需要を設定

 以下、2025年度1月17時の需要のベースラインの設定を例に説明

（１）次の式により、2025年度１月のＨ３需要（次ページ点Ａ）を算定

（２）次の式により、1月17時の上位Ｎ位の需要の1月のＨ３需要に対する比率の７カ年平均値（実績）を算定

（３）次の式により、2025年度1月17時の上位Ｎ位の需要を算定

2025年度1月17時の上位Ｎ位の需要 ＝ Ａ × ｒＮ

ｉ 年度1月17時の上位Ｎ位の需要実績

ｉ 年度1月のＨ３需要実績
rＮ＝ Σ ÷ ７ （ ｉ ＝ 2012～2018）

※ 北海道、東北エリアは、1月（7、9月想定需要に対しては8月）のＨ３想定需要を適用

2019年度1月のＨ３想定需要

2019年度8月のＨ３想定需要※

2025年度1月のＨ３需要とみなす

Ａ＝2025年8月のＨ３想定需要 ×

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html


18１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要のベースライン）

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html
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確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元
（需要変動データ）
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 気温影響による需要変動の確率分布は、至近30か年の気温実績と至近6か年の気温感応度(MW/°C)から気
温影響による需要変動量を設定する。

 なお、需要の上位と下位で気温のばらつきが異なる実態を踏まえ、需要上位から最下位までを複数のブロックに分割
し、ブロック毎に確率分布を設定する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要変動データ）

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html
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 気温影響による需要変動は、従来はエリア間で完全相関となっており、高需要が同じ日に発生するリスク側での評
価であったため、エリア間の不等時性を考慮したロジックとする。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要変動データ）

【出典】第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html
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 至近6か年について、月・時刻断面ごとに気温と需要の相関を分析し、決定係数が0.5以上の年が3か年以上ある
断面を「気温影響がある断面」、それ以外を「気温影響が小さい断面」に区分する。

 「気温影響がある断面」は、気温感応度の近似式から算定された需要(気温補正後の需要)と需要実績との差の
標準偏差をもとに「その他の要因による需要変動量」の確率分布を設定する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要変動データ）

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html
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 「気温影響が小さい断面」は、平均需要と需要実績との差(標準偏差)をもとに「その他の要因による需要変動量」
の確率分布を設定する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要変動データ）

【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html


24１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要変動データ）

〔需要変動データサンプル
（需要上位3日）〕

・需要データサンプル数:540 [上位3日×気温感応度６か年×気温実績30年(1989～2018年)]

→上振れ←下振れ →上振れ←下振れ
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確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元
（供給力のベースライン）
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【出典】第14回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料3参考資料別冊1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（供給力のベースライン）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_14_haifu.html
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 厳気象対応・稀頻度リスク分を考慮して、各月の必要予備率を設定し、供給力のベースラインとする。

【出典】第5回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_05_shiryou.html

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（供給力のベースライン）

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_05_shiryou.html
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（空白）
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確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元
（供給力変動データ）
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認可出力×計画外停止時間＋出力抑制量×出力抑制時間

認可出力×(運転時間＋計画外停止時間)

・対象設備：認可出力 100MW以上の火力設備とし、発電所内の原因による故障のみでなく、関連変電設備の故障など、
ほかの原因により停止または出力制限した場合も含む

・対象期間：2017年度諸元(2014～2016年度)

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（供給力変動データ）

× 100%

【出典】第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4に追記
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html

■ 計画外停止率(火力) =

【火力の例】
計画外停止率をもとに、
二項分布にて確率分布を模擬
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（計画外停止率2.6%、発電機台数100台）

■ 下記算定式により求めた電源種別ごとの計画外停止率をもとに、二項分布にて計画外停止分布を模擬する。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html


31

 再エネ(太陽光、風力、水力)の変動量の確率分布は、過去の出力率※の実績に評価年度の設備量(供給計画)
を乗じることで設定する。

 なお、需要と同様に、全エリア同一年月日の出力実績データを抽出し、エリア間相関を考慮する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（供給力変動データ）

※設備量(kW)に対する出力の比率

【出典】第18回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_18_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_18_haifu.html


32

 再エネ(太陽光、風力、水力)の変動率の分布を以下に示す。出力率の実績は正規分布に従っているとは言えない
ことから、正規分布による近似はせず、出力率の実績と評価年度の設備量から求まる確率分布をそのまま採用する。

１ これまでの検討状況
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（供給力変動データ）

〔再エネ（太陽光・風力・水力）の変動率の分布〕

[太陽光]
（東京エリア8月15時)

サンプル数：713(23年)] サンプル数：217(7年)] サンプル数：1,023(33年)]

[風力]
（東京エリア8月15時)

[水力]
（東京エリア8月15時)
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１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
（３）EUE基準値の設定



34２ 今後の検討課題
～当面の検討項目及び検討スケジュール～

 再エネ供給力評価の供給計画への反映、および容量市場の初回オークションに向けて、供給信頼度評価に係る現
時点での主な検討項目・スケジュールは下表のとおりであり、今年度上期中に各数値を算定することとしたい。

項 目 主な課題・検討事項
6月 7月 8月 9月 10月

(1)再エネ供給力評価
(L5⇒火力代替kW価値)

・従来のL5値からEUE算定による火力代
替kW価値へ見直し（2020供計反映）
・火力代替kW価値については月別評価と
年間評価を算定し、それぞれの用途につい
て整理

(2)揚水供給力評価

・上池水位のkWh制約を考慮した揚水の
kW価値の算定方法を検討
・再エネ供給力評価と同様に各月評価と
年間評価を算定するかどうか整理

(3)EUE基準値の設定

・従来のLOLP基準では各エリアの必要予
備率を7%で整理していたが、今後の信頼
度基準として厳気象対応・稀頻度リスク分
含めた予備率10%相当に相当する「需要
1kWあたりのEUE」基準値を算定

(4)供給計画・需給検証
への展開

・(1)(2)の見直しを踏まえた供給計画およ
び需給検証における評価方法の見直しに
ついて整理
・容量市場による調達の仕組みを踏まえた
供給計画および需給検証での評価方法の
見直し内容およびその適用時期の検討

(5)正確性チェック
・EUE算定におけるツールの正確性および
算定条件の妥当性についての評価を検討

（▼：調整力等委）

▼14 上▼ 下▼

正確性チェック
評価体制等の検討

▼

▼

EUE算定

下▼ 下▼

算定方法の検討

▼ ▼

▼

供給計画・需給検証見直し検討

▼ ▼

算定条件整理

EUE基準の算定

▼

供計GL見直し(８月末)

▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼
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１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
（３）EUE基準値の設定



36２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価（L5⇒火力代替価値）

 これまでの調整力及び需給バランス評価等に関する委員会において、再エネ供給力の評価方法を従来のL5評価か
ら火力代替価値(kW価値)に見直すことを提案した。※

 L5評価から火力代替電源価値へ見直す場合の確認事項は以下のとおり。
〔確認事項①〕 太陽光と需要の相関を評価すべきか。太陽光と風力の相関を評価すべきか。
〔確認事項②〕 年間評価と各月評価の特性と使い分けの検討

【出典】第32回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_32_haifu.html

※ 沖縄エリアを除く（沖縄エリアは別途検討）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_32_haifu.html


37２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価（確認事項①：太陽光と需要の相関、太陽光と風力の相関を考慮すべきか）

 太陽光と需要の相関（例：夏季は高需要時に太陽光高出力、冬季は高需要時に太陽光低出力など）
および太陽光と風力の相関（例：風力高出力時に太陽光低出力など）がどのような状況か実績等から確認する。

【出典】第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html
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 再エネ供給力評価は年間評価のみでなく、計画停止等の検討のため各月評価についても算定することとした。それ
ぞれの特性を整理し、例えば、以下のような使い分けについても検討していく。
 年間評価：容量市場における対価支払
 各月評価：補修調整、各月需給バランス評価などに活用

【出典】第3回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_03_shiryou.html

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価（確認事項②：年間評価と各月評価の整理）

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_03_shiryou.html
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１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
（３）EUE基準値の設定



40２ 今後の検討課題
（２）揚水供給力評価

 供給計画および需給検証では、評価対象断面の時間帯における潜在出力を踏まえて算定している。

 供給信頼度評価において、上池水位のkWh制約を考慮した揚水の供給力評価について、再エネ供給力評価と同
様に、火力代替価値相当として算定していくことでどうか。

【出典】第25回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_25_haifu.html
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１ これまでの検討状況
（１） 確率論的必要供給予備力算定手法による供給信頼度の指標値の算定
（２） 確率論的必要供給予備力算定手法の検討諸元（需要・供給力）

２ 今後の検討課題
（１）再エネ供給力評価
（２）揚水供給力評価
（３）EUE基準値の設定



42２ 今後の検討課題
（３）EUE基準値の設定(確保すべき必要供給力)

 電力レジリエンス等に関する小委員会では、供給信頼度評価にあたり、現状の必要供給予備力7%に相当に加え、
「厳気象対応2%」と「稀頻度リスク分1%」を踏まえたH3需要の110%※の供給力におけるEUEを算定し、全国の
供給信頼度基準とすることとした。

 公平性の観点からエリアの規模によらず一律とすることとした、「需要1kWあたりのEUE(年間停電量の期待値)」の
供給信頼度基準値について、具体的に検討していく。

【出典】第5回電力レジリエンス等に関する小委員会 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_05_shiryou.html

※ 持続的需要変動分（1%）を除く

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/resilience/2018/resilience_05_shiryou.html


43２ 今後の検討課題
～確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）における算定諸元～

項 目 説 明

全般 ・2019年度供給計画をベースとして、各諸元を設定する

評価断面 ・2020～2029年度(2029年度は2028年度分を据え置き)

供給力
・夏季・冬季を除く、補修後の各月の供給予備率が1年間を通して一律の値になるものと仮定し、9エリアの
供給信頼度が一律となる必要供給予備力を算定する

電源ラインナップ ・2019年度供給計画ベースの電源休廃止計画を反映する

再エネ ・2019年度供給計画ベースの導入量想定値を反映し、火力代替相当のkW価値を算定する

連系線

・空容量＋マージンの範囲内で応援できるものとする
・空容量＋マージンは、2019年度当初計画の平常時の値を基に設定する
・連系線作業による空容量の減少は考慮していない
・マージンは、B,Cマージンを考慮する(北本,FC)

電源の
計画外停止率

・2017年度の調査結果を設定する(2014～2016年度実績)

目的関数 ・全国と各エリアの供給信頼度の基準値は同じ値を設定する

確率変数の
エリア間の相関

・需要(気温の影響による需要変動)、太陽光、風力、水力発電：エリア間の相関を考慮(全時間帯)
・需要（その他要因による需要変動）：エリア間で無相関（全時間帯）

エリア間の
応援ロジック

・全エリア不足率一定ロジック

 これまでの検討状況を踏まえ、各課題の検討にあたっての確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）の算

定諸元については、下表をベースの進めることとし、検討結果から適宜見直ししていくこととしてはどうか。



44２ 今後の検討課題
・確率論的必要供給予備力算定手法によるシミュレーション諸元

【出典】第29回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料2 
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_29_haifu.html


